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住の日本語母語話者 41 名と中国語を母語とする日本語学習者 13 名、韓国在住の韓
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たものではない。『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』は、書籍・雑誌・新聞・
白書などから約 1 億 430 万語を収録しているが、うち産出者が日常的に打った可能性があ









デザインが求められた。そこで、Web アンケートシステム Survey Monkey を利用してア
ンケートを作成し、2017 年 12 月～2018 年 3 月に、日本国内の日本語母語話者（以下日
本語話者、男性 15 名・女性 28 名・計 41 名）・中国語を母語とする日本語学習者（以下中









プロードした。有効回答数は、日本語話者 325 件、中国語話者 21 件、韓国語話者 57 件、




体を示したものが、図 1・図 2・図 3 である。日本語話者と韓国語話者はスマートフォン
が、中国語話者は PC が最多となった。中国語話者は日本語学校の学生と理系の大学院生
が 7 割近くであり、PC へのアクセスが容易であったためと推測される。「打つ・書く言語
行動」の使用媒体は、その環境と媒体へのアクセスのしやすさが影響されると予想される。 
3.2 使用したアプリ 
打つ際に LINE や Facebook など、どのようなアプリを使ったのかについては、日本語
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図 4 中国語話者 図 5 韓国語話者・雑談
図 7 韓国語話者・日記
図 6 日本語話者・雑談 
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